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研究成果の概要（和文）：本研究では、自殺未遂者の再企図予防において、臨床心理士に必要とされる知識やス
キル等を明らかにし、臨床心理士の専門性や独自性に特化した自殺未遂者支援のためのトレーニングプログラム
を開発し、その効果を検討した。
臨床心理士に対して、臨床心理学の枠組みを超えた幅広い知識や、自殺予防特有の対人援助スキルにより、自殺
未遂者を支援することが求められていた。新型コロナウィルス（COVID-19）の影響で、十分な効果検討が実施で
きなかったが、本研究で開発されたトレーニングプログラムにより、自殺再企図予防に向けた一定の知識とスキ
ルの習得に寄与することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We identified the knowledge, skills, and roles of clinical psychologists 
necessary for supporting suicide attempters, developed a training program that were specific to the 
expertise and uniqueness of clinical psychologist, and examined its effectiveness.
We found that clinical psychologists were expected to have a broad knowledge beyond the framework of
 clinical psychology such as medicine, pharmacology, and social resources. In addition to proactive 
communication with other professionals, they were also expected to support individuals at high risk 
of suicide through skills specific to suicide prevention, such as risk assessment and crisis 
intervention.
Although the new coronavirus (COVID-19) prevented us from conducting a full effectiveness study, it 
was suggested that the training program developed in this study would contribute to the acquisition 
of a certain level of knowledge and skills for the prevention of suicide re-attempt.

研究分野：自殺予防、医療心理学、救急医療

キーワード： 自殺未遂　再企図予防　臨床心理士　トレーニングプログラム

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、自殺未遂者支援を行う臨床心理士に特化した知識やスキル、そして支援を行う上での困難点を明ら
かにし、それらを補うトレーニングプログラムを開発した。これにより、自殺再企図予防に必要な一定の知識と
スキルを習得し、それらを臨床現場において自殺未遂者への対応をする際に活かせることが示唆された。本研究
で得られた成果は、わが国の自殺対策において重要な役割を担う臨床心理士の人材育成を加速させるだけではな
く、自殺者数の減少が期待される重要な研究であったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本における自殺死亡数が平成 10年に急増して以降、14年連続して毎年 3万人以上が自殺に
より命を落としていた。自殺死亡数は平成 24 年に 3万人を下回り、自殺死亡率（人口 10万対の
自殺死亡数）とともに減少傾向を示しているが、自殺死亡率は国際的に未だ高い水準を維持し続
けている。平成 24 年 8月に新たに閣議決定された、「自殺総合対策大綱～誰も自殺に追い込まれ
ることのない社会の実現を目指して～」においては、“自殺未遂者の再度の自殺を防ぐ”ことが
重要施策の１つとして掲げられ、自殺未遂者の再度の自殺を防ぐため、精神科医療体制の充実に
加えて、救急医療施設における精神科医療ケアや生活再建の支援が受けられる体制を整備する
重要性が明記された。平成 28 年度には、診療報酬改定により、精神科医や看護師、臨床心理士
（以下、CP とする）等が、自殺企図により医療機関に入院となった患者に対して生活上の課題
や精神疾患の治療継続上の課題等について指導を行うことにより、診療報酬が加算されること
が決定された。このようなわが国における自殺未遂者対策の動向を鑑みると、保健医療領域に従
事する CP は“自殺未遂者の再度の自殺を防ぐ”重要な役割を担うことができる存在であり、今
後、自殺未遂者に対して危機介入を含む自殺未遂者支援を提供することが期待されている 1）。そ
のため、より効果的な自殺未遂者支援に取り組むための知識とスキルを身に着けた CP の育成が
必要である。 
たとえ経験豊富な CP であっても、自殺企図後の間もない患者との臨床面接にのぞむ際、緊張
や不安、自信のなさ、焦燥感などの著しいストレスを伴うことがある 2）。そこには、自殺は予測
することが極めて難しい現象であることや、自殺のリスクアセスメントを含む自殺未遂者支援
についての知識不足やスキル面の不安と、それらを補うトレーニングプログラムや教育が整備
されていない問題がある 3）。わが国においても、自殺未遂者支援を行う人材の不足や育成するシ
ステムが欠如しているとの指摘があり 4）、CP を対象にした自殺未遂者支援に関する知識やスキ
ル等の向上に資するトレーニングプログラムの開発を行うことが必要である。 
これまでの研究で、保健師や看護師などの保健医療領域で活動する対人援助職等を対象に実
施された『自殺危機初期介入ワークショップ』は、自殺ハイリスク者への初期介入に必要な知識
とスキルに対する自己効力感の向上や、効果的に自殺予防に取り組むための態度の改善に有益
であることが示唆されている 5）。しかしながら、CP に特化した自殺ハイリスク者等の支援に関
する研究はなく、CP が自殺未遂者の再度の自殺を防ぐために支援する際に必要とされる知識や
スキルの向上に資するトレーニングプログラムに、どのような要素を盛り込むべきか十分な検
討がなされていない。そのため、わが国の重要施策である自殺未遂者支援へのより一層の貢献が
期待されている CP であるが、その専門性や独自性を活かして自殺未遂者を効果的に支援するた
めの、適切な知識やスキルが十分でない可能性がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、自殺未遂者支援を行う機会のある CP を対象に、自殺未遂者の再度の自殺を防ぐ
ための支援に資する知識やスキル等を明らかにし、CP の専門性や独自性に特化した自殺未遂者
支援のためのトレーニングプログラムを開発し、その効果を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、以下の方法で研究目的の達成を目指した。 
(1) CP による自殺未遂者支援に関する国内外の文献のレビュー 

電子データベース（PubMed、Ovid、医中誌等）を用いて、自殺未遂者支援と臨床心理
士をキーワードに国内外の関連文献を整理しレビューを行った。 

(2) 自殺未遂者支援に携わる対人援助職からのヒアリングの実施 
方法：対象者．自殺未遂者の再企図予防に向けた支援を CP と協働して行った経験のあ
る対人援助職 11名（男性 5名、女性 6名；平均年齢 45.5±7.8 歳；救急部専従の精神
科医 1名、リエゾン精神科医 1名、リエゾン看護師 2名、精神保健福祉士 3名、高校
教諭 1 名、養護教諭 1名、精神保健部門の行政職員 2名；自殺未遂者への治療または
再企図予防に向けた支援の経験年数 11.5±7.6 年）を対象とした。調査項目．半構造
化面接により以下の情報を収集した。個人属性（年齢、性別、資格、職域、専門職の
経験年数、自殺未遂者への治療または再企図予防に向けた支援の経験年数、CPと協働
した頻度）、自殺未遂者の再企図予防における CPとの協働について（自由回答）、自殺
未遂者の再企図予防において CP に求める「知識」、「スキル」、「役割」について（自由
回答）。手続き．2017 年 9月から 11月までの期間に縁故法により対象者を募集し、調
査を実施した。対象者に対し、研究の目的、個人の権利擁護および個人情報の保護等
に関して記載した説明書を用いて研究への協力を依頼した。書面にて同意が得られた
対象者に対して、半構造化面接を実施し調査項目についての情報を収集した。なお、
調査面接は対象者の職場もしくは貸会議室でプライバシーが確保される状況で実施さ
れた。本研究は倫理審査委員会の承認を得て実施された。分析方法．保健医療ならび



に教育の現場において 10 年以上自殺ハイリスク者に関わる臨床実践に携わってきた
CP3 名が、上記面接結果について内容分析を実施し、自殺未遂者の再企図予防におい
て CP が対人援助職に求められる知識とスキルに分類し整理した。具体的には、KJ 法
６）を援用し、半構造化面接から収集された内容を付箋に書き出し、内容が近いカード
を集めグループ化し、集めた付箋の内容にふさわしいタイトルをつけていき、グルー
プを小グループから次第に大きなグループとした。その後、作成された内容の近いグ
ループを空間的に近く配置し、知識やスキルの目的や方法等の関係性を想定し構造化
した。 

(3)トレーニングプログラム作成 
① （2）のヒアリング結果より抽出された項目をもとに、本研究の研究協力者らとデルフ
ァイ法を用いて、トレーニングプログラムに盛り込むべき内容を整理した。具体的な
プログラム内容および構成を検討し、トレーニングプログラムを作成した。 

② トレーニングプログラムで使用する資材および実施マニュアルの詳細を検討し、作成
した。 

③ トレーニングプログラムの効果指標について、自殺や自殺未遂者に関する知識、スキ
ル、自己効力感を測定するための既存の尺度を参考にし、トレーニングプログラムの
内容に沿った独自の質問紙を作成した。 

(4) トレーニングプログラムの実施可能性の検討 
① 自殺未遂者支援に造詣のある対人援助職および学識経験者 2 名より、トレーニングプ
ログラム案についてのヒアリングを行い、その実施可能性を検討した。 

② （4）①のヒアリング結果を踏まえ、トレーニングプログラムおよび実施マニュアルを
改定した。 

(5) トレーニングプログラムの試行 
 方法：対象者．保健医療領域で自殺未遂者に対応する機会のある CP7 名（女性 7 名；

平均年齢 29.3±2.1 歳）を対象とした。質問紙．トレーニングプログラムの効果測定
のための質問紙の構成は以下のとおりである。 
・自殺に関する知識尺度（本研究のために独自に作成） 
・自殺未遂者支援の準備性尺度（本研究のために独自に作成） 
・自殺未遂支援に関する自己効力感尺度（ゲートキーパー自己効力感尺度（Gatekeeper 
Self－Efficacy Scale）：以下 GKSES）７） 
・自殺の危機介入スキル尺度（SIRI）短縮版８） 
・研修満足度、理解度、難易度、研修の感想等（自由記述） 
・研究対象者の属性（年齢、性別、職域、CP の経験年数、自殺未遂支援の経験の有無） 
手続き．対象者に対して、研究代表者から本研究についての説明を口頭と書面にて行
った。研究参加に同意した対象者は、トレーニングプログラム開始前と終了後に質問
紙に記入し、提出用封筒に入れ、退室時に受付窓口に提出した。対象者は、トレーニン
グプログラム終了 4 週間後に質問紙に記入し、返信用封筒を用いて郵送で提出した。
本研究は倫理審査委員会の承認を得て実施された。分析方法．トレーニングプログラ
ムに参加し、全ての質問紙に回答した 7 名の対象者について、まず、知識尺度、準備
性尺度、自己効力感尺度、自殺の危機介入スキル尺度（SIRI）短縮版の尺度得点の平均
値および標準偏差を算出した。各尺度得点が、トレーニングプログラムの前後と 4 週
間後で変化があったかを検討するため、ｔ検定（対応あり）ならびに 1 要因 3 水準の
分散分析を実施した。 

(6) トレーニングプログラムの改訂 
① トレーニングプログラムの試行から得られた問題点や改善すべき点を踏まえて、本研
究の研究代表者と研究協力者でプログラム内容、資材、実施マニュアルを必要に応じ
て改定した。 
 

４．研究成果 
(1) 自殺未遂者の再企図予防において臨床心理士に求められる「知識」と「スキル」 
 自殺未遂者の再企図予防に
おいて、対人援助職が CPに求
める「知識」としては、医学的
知識、自殺のリスク評価、臨床
心理的援助、社会資源の 4 つ
のカテゴリが抽出された（表
1）。医療職（医師 2 名、看護
師 2名）特有の意見としては、
せん妄を含む意識障害や身体
疾患についての知識が多く、
福祉職（3名）からの意見とし
ては、自殺未遂者の心理的特
徴や自殺企図に至った心理社会的背景等を評価するための知識が多かった。教育機関や行政機

カテゴリ サブカテゴリ（コード数） 具体例

自殺未遂者にとって、身体の病気のことをCPに相談するのは難しい
身体症状（データ、モニターの読み方、せん妄）の知識
せん妄や意識障害の知識
精神疾患の重症度についての知識
高齢者の自殺企図も多いため、認知症に関する知識
患者の飲んでいる薬に関する知識
心理学に加えて医学的知識が必要
幅広で漠然とした医学的知識を持ってほしい
自殺リスクの評価についての知識（企図に至る背景、など）
自殺未遂者や自殺ハイリスク者についての知識
自殺に関する知識や対応方法について
生徒への心理的な対応について
心理教育
カウンセリングの知識
患者の心理面への対応方法について
制度を含めた幅広い社会資源をもっと知ったほうが良いと思う
外部の相談場所・社会資源についての知識
高齢者も多いため、介護や生活環境についての知識

心理的援助に関する知識（７）臨床心理的援助

社会資源医ついての知識（３）社会資源

身体疾患に関する知識（2）

精神医学的知識（４）
医学的知識

自殺リスクの評価についての知識（５）自殺のリスク評価

医学・薬学の知識（3）

表１．自殺未遂者支援において対人援助職がCPに求める「知識」



関の職員（4名）からは、精神疾患や薬の知識、他の支援機関の情報についての意見が多く挙げ
られた。職種を問わず共通した意見としては、自殺のリスク評価に関する知識、心理的援助等の
臨床心理学の知識、そして制度や相談窓口等の社会資源に関する知識であった。 
CP に求める「スキル」では、
介入スキル、コミュニケーシ
ョンスキル、評価スキル、臨床
現場での適応スキルの 4 つの
カテゴリを抽出した（表 2）。
職種による違いは認められ
ず、CP としての基本的な面接
スキルや心理的援助だけでな
く、ソーシャルワークも含ん
だ介入のスキル、自殺未遂者
とのコミュニケーションや他
職種に CPの専門性を理解して
もらうためのコミュニケーシ
ョンスキル、身体症状や自殺
リスクを評価するスキル、そ
して、現場の雰囲気や状況に
合わせて他職種とスムーズな
連携をはかる等の臨床現場で
適応的に活動できるスキルが
求められていた。 
CP に対して、医学や薬学、
地域社会資源といった臨床心
理学の枠組みを超えた幅広い
知識を持つことが求めること
が示された。また、他職種との積極的なコミュニケーションに加えて、自殺のリスク評価や危機
介入といった、自殺の再企図予防に特化したスキルを駆使して自殺ハイリスク者を支援するこ
とが期待されていた。これら自殺未遂者の再企図予防に関する知識やスキル等の向上を図るト
レーニングプログラムにより、自殺未遂者の再企図予防を実践する CP を体系的に育成していく
必要性が示唆された。 
(2) トレーニングプログラムの効果 
 トレーニングプログラム開始前と終了後
における、知識尺度、準備性尺度、自己効力
感尺度（GKSES）、自殺の危機介入スキル尺度
（SIRI）短縮版の尺度得点の変化を調べる
ため、ｔ検定（対応あり）を実施した。その
結果、トレーニングプログラム開始前後に
おける、準備性尺度得点と自己効力感尺度
（GKSES）得点に有意差が認められた（表３）。各尺度得点が、トレーニングプログラムの前後と
4週間後で変化があったかを検討するため、1要因 3水準の分散分析を実施した。その結果、準
備性尺度得点（Ｆ（2,12）= 23.68, p < 0.01）と自己効力感尺度（GKSES）得点（Ｆ（2,12）= 
27.77, p < 0.01）に
有意な変化が認めら
れた。また、有意差は
示されなかったもの
の、知識尺度得点と自
殺の危機介入スキル
尺度（SIRI）得点につ
いても、トレーニング
プログラム終了後と
4週後において改善傾
向が示された（図 1-
4）。 
本研究で開発され
たトレーニングプロ
グラムにより、CPに求
められる自殺に関す
る知識や、自殺ハイリ
スク者の気持ちを傾
聴し、自殺リスクを評価し、多職種と連携をとりながら必要な資源につなげる等の介入スキルの
習得に寄与することが示唆された。つまり、自殺ハイリスクの状態にある患者への対応に向けた

開始前 終了後 ｔ ｐ

知識尺度 8.43（1.27） 9.14（1.86） 1.70 0.14

準備性尺度 32.43（5.35） 42.86（2.91） 5.42 ＜0.01

自己効力感尺度（GKSES） 37.00（6.22） 47.43（2.64） 6.18 ＜0.01

自殺の危機介入スキル尺度（SIRI） 52.65（8.16） 49.30（3.85） 1.12 0.31

※（）は標準偏差

表３．トレーニングプログラムの開始前と終了後における尺度得点の平均値

カテゴリ サブカテゴリ（コード数） 具体例

共感、傾聴のスキル
心理面接
面接スキル
心理教育の導入
自殺未遂者支援の経験を積んだ方が良い
CPの枠を超えて自殺未遂者支援をするスキル
抱え込む傾向があるCPが多いため、ある程度のところで手放すスキル
精神療法（特にCBT）のスキル
箱の中だけでは終わらせない、他職種にコンタクトをとれる力
他機関との連携や患者のコーディネート方法
児童相談所等の他の機関へのつなぎ方へのアドバイスが出来ると良い
CP以上の知識やスキル（特に、ソーシャルワーク的な部分）
ただ話を聴くだけなら誰でも出来るので、CPとしての独自性を示してほしい
CPがどのような仕事が出来るのかをもっと示してほしい
CPの独自性は担保しつつも、ケースマネジメントを行ってほしい
未遂者との面接時に、企図に至った背景を言語化させるスキル
未遂者一人ひとりに合わせた説明の仕方
自殺企図前の患者の状況をアセスメントするスキル
アセスメントスキル
自殺企図原因の構成づくり、問題関係のつながりをつくる
せん妄の診かた、見立ての方法
意識障害を評価できるスキル
認知機能を評価するスキルは有用
現場の雰囲気の読み方
現場の状況に合わせて動けるスキル
フットワークの軽さ
救急現場での立ち位置や動き方
色々な現場（部署）を渡り歩けるような対人スキル
職種間の持つ見立てや評価を把握し、それをうまく統合する
教員内の力動をみて、うまくコミュニケーションをはかるスキル
看護スタッフへ、未遂者対応のアドバイスや陰性感情をうまくくみ取る
スタッフ間のコミュニケーションを促す
評価して問題を改善するためのプランを提案するスキル
色々な心理療法を駆使したアドバイスを生徒や保護者に実践するスキル
スーパーバイズとしての機能

記録方法のスキル（２） 記録（カルテ）の書き方

心理面接の基本的スキル（３）

未遂者への心理的援助スキル（５）

ソーシャルワークのスキル（４）

介入スキル

表２．自殺未遂者支援において対人援助職がCPに求める「スキル」

現場に合わせて動けるスキル（５）

スタッフ間の調整役としてのスキル（４）

コンサルテーションのスキル（３）

臨床現場での適応スキル

CPの専門性を他職種に理解してもらうスキル（３）
コミュニケーションスキル

リスク評価スキル（４）

意識障害・せん妄の評価スキル（３）

評価スキル

面接でコミュニケーションスキルを発揮できる（２）

図１．知識尺度得点の平均値の変化
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図３．自己効力感尺度（GKSES）得点の平均値の変化
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図４．自殺の危機介入スキル尺度（SIRI）得点の平均値の変化
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準備を整え、自殺再企図予防に必要な一定の知識やスキルを現場で活かすことが可能となるこ
とが示された。 
本研究期間中、新型コロナウィルス（COVID-19）感染症が全世界に急速に広がり、わが国にお
いても、密閉空間を避け人との接触を控えることや物理的距離を取る等の感染対策が強く求め
られた。そのため、多くの CP が研究協力を断念もしくは消極的になり、トレーニングプログラ
ムへの参加者数は 7 名と予定人数（15 名）を下回った。トレーニングプログラムの効果につい
て統計学的な意味づけが難しくなり、研究対象者を増やして効果検証を行う必要性が生じたが、
行動制限が長期化したことで、対面形式のトレーニングプログラムを行うことが難しい状況が
続いた。こうした中、対面実施からオンラインやオンデマンドによるトレーニングプログラムの
実施の可能性について検討が行われた。特に、オンデマンドによる動画等の配信は、時間や場所
を問わず繰り返し学習することを可能にするとともに、コロナ禍に関わらず、個人の様々な事情
から対面による研修受講が困難な人にも有益な学習ツールとなることが考えられた。そのため、
オンデマンドで使用するトレーニングプログラムの教材作成や、その効果検証が今後の課題で
ある。 
 
【引用文献】 
1) 高井美智子, 松本俊彦 (2015). 自殺対策とリスクマネジメント.下山晴彦,熊野宏昭,中嶋
義文,松澤広和編:臨床心理学,金剛出版,59-63. 
2) Kleespies, PM., & Ponce, AN. (2009). The stress and emotional impact of clinical 
work with the patient at risk. In Kleespies PM (Ed.), Behavioral emergencies: A 
evidence-based resource for evaluating and managing risk of suicide, violence, and 
victimization. American Psychological Association. 
3) Rothes, IA., Henriques, MR., Leal, JB., et al. (2014). Facing a patient who seeks 
help after a suicide attempt: the difficulties of health professionals. Crisis 35: 
110-122. 
4) 三宅康史 (2014). 救急医療における自殺未遂者ケアの現状と展望.公衆衛生 78：256-263. 
5) 小高真美，福島喜代子，岡田澄恵ほか（2011）．自殺危機初期介入スキルワークショップの
開発とその効果に関する予備的研究．自殺予防と危機介入 31：33-42. 
6) 川喜田二郎（1997）． KJ 法入門コーステキスト 4.0 KJ 法本部・川喜田研究所． 
7) 森田展彰，太刀川弘和，遠藤剛ほか（2015）．自殺予防におけるゲートキーパー自己効力感
尺度（Gatekeeper self－efficacy scale，GKSES）の開発．臨床精神医学 44（2）：287-
299． 
8) 川島大輔，川野健治（2010）．自殺の危機介入スキル尺度（SIRI 日本語版）．臨床精神医学 
39：851-858. 
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